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教員の 労働環境 と して の 学校

榊原　禎 宏

1 ． 学校教育 とい う労働 と教員の 健康

　公教育の 代表的存在 で あ る学校 に は ， 教育 目標 を実現す る た め の 諸活動 が

求め られ るが ， そ の 際 教育
一
学習 とい う行為の 特性 ， つ ま り， 教員が 「教

える」こ とと児童 ・生徒が 「学ぶ 」 こ とが 必 ず し も直接 に は繋が らず ，
い わ

ゆ る教育実践 は成功の 保証 の な い ， 常に 「賭 ける」 もの で ある 点を踏まえな

けれ ば な らな い 。

　す なわ ち， 学校教育の 目標が達成され た か どうか が ， 教職員の 活動の 量 と

質に よ っ て で は な く， 児童 ・生徒の 「学力」や規範 な どに表象 され る と捉 え

る の で あれ ば，教諭を始め と した 教職員に よ る活動の 多 くは ， 自分 たちだけ

で 業務 を評価で きない
。 なぜ な ら ， そ の 結果は子 どもた ちにお い て こ そ 見出

され る の だ か ら。 と りわ け， 教員 の み で 活動 の 適切 さ を判断す る こ と は で き

ない 。 なぜ な ら， 結果が児童 ・生 徒 に 「定着」す る時間 を見込 まな けれ ば な

らない た めに ， 短 期 間で は効果 の 把握 が 困難 なの だ 。 どの よ うな業務 を行 っ

たの か ， それ は は た して 妥当だ っ た か
， 労働側 だ けで 見極め る に 必 要 な ， 客

観的 な 「商 品」 が ほ とん ど存在 しな い こ とは， 学校 教育の 大 きな特徴 で あ る 。

　こ の 点 で
， 学校 で の 教 育活動は ， 常に不完全 な労働 に な ら ざる をえない

。

教育側 の 熱意 や努力が ， 被教育側 つ ま り学習側 にその まま投影 され る とは 限
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らず， 「反面 教 師」 と言 わ れ る こ と も含 め， 教 育側 の 意 図 と違 う受け止 め が

学習側 に なされ る こ と も決 して 珍 しくは ない
。

　た とえば ， 卒業式 に生徒が駆 け寄 っ て きて ， あの 時の 教員 との や りと りが

励み に な っ た と思 い 出話 をして くれ て も， そ れ を教員が 覚えて い る こ とは ，

まず ない 。 相 手 に響 く言葉 は ， しば しば 発 した者に と っ て は意外 な もの で あ

り， 反対に， 意図 して繰 り返 し発する言葉が 相手に届か ない こ とも頻繁だ 。

教育 しよ うとす る こ と と学習 す る こ との 間 に は ， か くも食い 違い が 生 じる 。

　 また ，教 育上 の 願 い や狙 い がそ もそ も， 教育側 の 思 うとお りに は た して 表

現 されて い る か ど うか の 点で ， すで に話 は複雑 で あ る 。 とい うの も， 教 員 は

教 育活動の 主 体に なる 一
方， 学校 に流れ て い る雰囲気の ほか ， 教室 で偶然 に

起 こ る 事態 に少なか らず影響 され る存在で もある 。 こ の ため ， 授業や学級で

事前の つ も りとは異 なる対応 を余儀な くされ る こ と も日常的だか らだ 。

　指導案を作成す る際に ， 授業当 日の 天 気の 想定は で きず， 多 くの 子 どもが

フ ァ ン に な っ て い るチ ー ム が 勝つ か 負けるか も予想 で きない
。 あ るい は ，授

業中， 教 室 に た また ま飛 び 込ん で きた ハ チ が 子 ど もた ちを， さ ら に は教 師 ま

で を慌 て させ るか もしれ な い 。 さ らに は， 教員 は や る気
一

杯 で 教室 に入 っ た

もの の ， 休み 時間中の トラ ブ ル だ ろ うか ， 騒然 と した 生徒 た ち の 雰 囲気 に 驚

き， い きな り授業 か ら学級会 に時間割が 変更 に な る こ とす らあ る 。

　 こ れ に加えて， 保護者や 地域社会に 「開か れ た 学校」論は， 学校環境の 制

御 をい っ そ う困難に して い る 。 学校公 開の 実施や 「地 域 の 人が 「先 生』」 と

い っ た 試み は， 関係者 を増 や す た め に想定外 の 事態 を招 きや すい 。 こ うした

条件 下 で 活動 して も， 予 定 どお りの 結果 を期待する こ とは で きな い だ ろ う。

　か くも， 学校 で の 授業 ほ か 多 くの 教 育活動 は 「出た と こ ろ 勝 負」 （contin −

gent ）で あ り，事前の 計 画 策定 や こ れ に 即 した 実践 そ の 後 の 修 正 や 評価

とい っ た活動 ス タ イル に は馴 染 ま ない
。 こ の よ うな特 性 を帯 び る 教育労働 に

つ い て ， PDCA （Plan
−Do −Check −Action）サ イ ク ル に沿 っ て 活動すべ き と

強 く主 張する こ と は
， 学校 に対 して 無理難題を寄せ る こ とに なる 。

　た とえば， 宅配 お節料理の 重箱詰めの よ うに ， 活動場所が 外界 と明確 に遮

断され ， 温度や湿度 作業者 の 服装 な ど厳 し く条件 が 管理 され る下 で は ， 計
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教 員の 労働 環境 として の 学校

画 どお りの 実施 を追求で きる 。 こ れ に対 して 学校や 授業 は
， す ぐれ て 開放 的

で あ り， また そ うあるべ きと見な され て い る の で
， 労働の 結果を事前 に見 つ

もりする の は不 可能で あ り， 「毎年授業 をや っ て い て も， 同 じ授業 は二 回 と

で きない 」 と教員が 口 に する よ うに ， 再現性 をほ とん ど見込め ない 。

　教 育 一学習 の 活 動 を こ の よ うに把 握 で きる な らば ， 「教育 はモ ノ相 手 と は

違 う， 人 間相手の 仕事 なの だ か ら勤務時間や 業務量 を予 め 決め て 臨む こ とは

で きな い 」 とい う語 りに対 して も，批 判が 可 能で あ る 。 学校で の 長 時間労働

は や む を得ない とい う主張は， 上 に述 べ た教育 一学習関係の 半分 しか見て い

ない 。
つ ま り， 「どれ だ け教育すれ ば どれ ほ ど学 ぶ か は

，
わ か らな い 」の は，

「さほ ど教育 しな くて も大 い に学 ぶ 」論理 的可能性 を包 摂 して い る の で ， 短

い 労働 時 間で も構 わ ない こ とに もな るの だ 。 長時 間の 教 育労働が ， 必ず し も

高い 学習結果 を担保す る 訳で は ない
。 現 に ， 学習指導要領で 授業時数 を増 や

したか らとい っ て ，学力向上 の 保証が ある わ けで は ない 。

　 こ の 一 方 で 確 か なこ とは， 誰 しも 1 日は24時間 と決 ま っ てお り， そ れ な り

の 栄養 と睡 眠 をと り， 適度 な運動 を しなければ健康 を害す る とい うこ とで あ

る 。 教員 につ い て も認知的 ・感情 的資源 の 有 限性
’）
は 明 らか で あ り， くわ え

て 日本 の 教職生活が 総 じて 生涯の 大半を占め るほ ど に長い こ とか ら ， 教職 員

が長期に わ た っ て
， 肉体的 ・精神的に 健康に 働 け る 条件 と環境 を確保 す る こ

とは， 学校教育行政 と学校経営の 基 本課題 と言 える 。

2 ． ル ー ル の 不在 とい うリス クが顕在化 した学校

　教 職員 の 健康 を担保する学校の 条件 を深め るため に， 学校が基 本的 に帯 び

て い る 組織特性 に くわ えて ， 現在の 学校な らで は の 点に も注 目し よ う。

　 「ク レ イマ ー」や 「モ ン ス ター 」 とす ら呼ば れ る こ ともある保護 者や地域

住 民 あ る い は授業規律 を守れ ない 児童 ・生徒 の 出現 に ， 「昔は 良か っ た」

と回顧 し， 「今の 子 ど もと大人は なっ て い ない 」 と嘆くだ けで は 不十分 だ 。

踏 まえるべ きは ， まず学校 に対す る 眼差 しが ， お しなべ て 変わ っ て きたこ と

だ ろ う。
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　 「学校 に行 っ た ら， 先生 の 言 うこ とを よ く聞い て 」 と子 ど もが背 中 を押 さ

れ て 登 校 した 時代 か ら， 「何 か あれ ばす ぐに 教育 委員 会 に 電 話 を」 とい う時

代 に変わ っ た とす れば， 学校 が変 わ っ た ゆ えで はな く， 学校 が変 わ らない ま

まに学校 の 周 りが変 わ っ た か らだ ろ う。 ち ょ うど， 自分の 乗 っ て い る列車 は

止 まっ て い る の に， 隣の 列車が動 き始め る と， あ た か も 自分 の 列車が 後退 し

て い るか の よ うな感覚に襲わ れ るの と同 じで ある 。

　学 校 は 何 十 年 と， 変 わ らぬ 発 想 とス タ イ ル を保 っ て お り， そ れ は 「朝 の

会」 か ら始 まる 一
日の リズ ム ， 「仲 間づ く り」 とい う学級 経営，

一
斉教 授 方

式 で の 授 業， 給食や 掃 除の や り方 と，疑似 共 同体 的な性格 が 至 る所 で うか が

わ れ る 。 世代 が 異 なる の に
， なぜ かす ぐに共通理解で きる の は学校の 話題 で

あろ う。 児童 ・生徒 数が大 き く減 り， 教 職員定数の 改善措置 もあっ て学級規

模 がお しなべ て小 さ くな っ て い る もの の ， 教員の 授業ス タイ ル はあまり変わ

らず ， 校内研究の 進め 方
2）
も十年

一
日の 様子 だ 。 前年度踏襲 主義が闊歩 し，

旧態依然 の 学校像 が 教職員 に は イ メ ー ジ され た ままで あ る 。 この よ うに 言 え

ば， 言 い 過 ぎだろ うか 。

　 こ れ に対 して ， 学校 の 外 で は 地域 ，家族 ， 労働 ネ ッ トワ ー ク と生 活環境

が大 き く変 わ り， 学校 へ の 期待 も変化 して い る 。 学校で 「生 きる力」を 身に

つ けて ほ しい
， とどれ だ け の 人 々 が信 じて い る だ ろ うか 。 そ もそ も

，
こ の 言

葉の 指す意味が よ くわ か らない の に。 そ こ へ 従前の 姿の ままの 学校が現 れ る

か ら こ そ不整合が生 じ， 関係者 間の ずれが顕在化 して い るの で はない だろ う

か 。

　最近 も，近 隣の 中学校 の 教員 か らこ ん な話 を聞 い た 。 体育の 授業で の 準備

運 動が 厳 し過 ぎる， と保護者 か ら ク レー ム の 電話が あ っ た とい う。 授業者 と

して 説 明 を した の だ が， 「腹 筋 を鍛 え る 意義 は何 で すか ， 生 活 に 必 要で す

か 」 と保護者 は納 得せ ず， 電話 は教育委 員会 に も届 き， 当の 教員は校長 か ら

事情 を訊 かれ る こ とに な っ た とい う。 また， 知 り合い の ベ テ ラ ン小学校教員

が 嘆 くの は
， 保護者の 電話に 「お世話に なっ て い ます」 と応対 す る若い 教 員

が い る こ とだ っ た 。 「お 世話」に な っ て い る の は， 学校 と家庭 い ずれ な の か ，

一 例 に過 ぎない が ， 学校 とは どの よ うな とこ ろ か につ い て の 基本 理解が 不確
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教員の 労働環境 と して の 学校

か な状況 ， とは言えな い だ ろ うか 。

　 この 傾 向に 拍車をか ける の は ， 保護者 の 教 育権や教 員の 職務権限 に 関する

法令文 に見 られ る よ うに， 学校 に 関す る社会 的 なル ー ル が， もと もと明確 で

ない こ とで ある 。 に もかか わ らず何 とな くの 合意， つ ま り 「常 識」が ある か

の よ うな前提の まま， と りわ け義務教育段階の 学校が 今に 至 っ た の で は ない

だ ろ うか 。

　 人 々 の 学校 に対 す る視 線が変 わ り， 学校教 育 をス テ
ー ク ホ ル ダー

に 関す る

制 度 も未整備 な中 ， 教 員 の 労働 時間 とそ の 内容 は
， 利害関係者 間の 力学 しだ

い で相 当に幅 の あ る もの に なる 。 こ こ で 情報公 開や 説明責任が 求め られ る学

校 は
，

い きお い 過 重 な負担 を引 き受 けが ちで あ る 。

　こ の 点で
， 教育権 （right 　 to　 education ）とい う言葉 に 注 目すれ ば， 日本

に おい て は興 味深 い こ とに， 教育権 をめ ぐる問題 が保護者 と学校 との 関係 で

は長 ら く表面 化 せ ず ， 教 科 書検定 に 関す る 裁 判 に代 表 され る 「国民 の 教 育

権」 か 「国家 の 教 育権」 か とい う構 図で 描 か れ て きた
3）

。 こ れ は ， 世界 的 な

東西 冷戦や 国内の 「55年体制」 の も と
， 文部省対 日教組 とい う対抗 関係 の 延

長上 に位置づ け られ る もの で もあ っ た が ， そ う した理解 に 回収 され や すい ほ

どに ， 教育行政機関で もあ る は ずの 学校 が ， 「学校」対 「行 政」 と 区別 され

る 「聖 域」 だ っ た の か もしれ な い 。

　ちなみ に後智恵だが ， 日本の 場合， 教育権問題が 「国民」対 「国家」の モ

デル で 長期に わ た り膠着 して い た た め に， 子 ど もの 教育 につ い て誰が権利 と

責任 を負うの か に つ い て ， 緊張 と均衡 に 関する議論が進展 せ ず， い まや 「民

意」 を受けた 首長 や議会の 意志が ， 保護者や 住民 の 権利 ， あ る い は学校や 教

員 の 権 限 を越 え て 正 統性 を持 つ ， とい っ た乱 暴 な物言 い に 帰結 して い るの で

は ない だ ろ うか 。

　こ れ に対 して た と え ば ドイ ツ で は， 連邦基 本法 （Grundgesetz　fUr　die　Bun−

desrepublik　Deutschland）の 6 条に お い て
， 「（1）婿 姻お よ び家族 は

， 国家

秩序の 特別の 保護を受ける 。 （2＞子の 監護お よび 教育 は
， 両 親の 自然 的権利

で あ り， か つ 何 よ りも先 に両 親に課せ られ た義務 で あ る」， また ， ドイ ッ市

民法典 （BUrgerliches　Gesetzbuch）の 1626条 に は ， 「（1）保 護者 は ， 幼 い 子
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ど もを保護する義務 と権利 を持つ 。 そ れ は， 子 ど もと子 ど もの 財産 の 保護 を

含む 。 そ の 実行に つ い て は ， 国家共同社会が こ れ を監視する」 と， 子 ど もの

教育に 関 わ る 主体 の 権 限が 明記 され て い る 。 こ れ は ， 民法820条に 「親権 を

行う者は， 子 の 監護及 び教育をする権利 を有 し， 義務 を負 う」 と記 され るの

み で ， どの よ うな利害 関係 者 とい か なる 緊張 関係 に あ るか が 不 明確 な 日本 と

違い を見せ て い る よ うに思わ れ る 。

　 ま た ドイ ツ で は， 教 員の 職務 に つ い て 「教育上 の 自由 （padagogische 　Frei−

heit）」が 各州 の 学校教 育法 に規 定 され ， 自明 の こ と と な っ て い る 。 た と え

ば ， ヘ ッ セ ン 州学校法86条で は， 「（… ）教員 の 教授 お よ び教 育活動 に と っ て

不可欠な教育上 の 自由 は
， 法規 ， 行政規則 な らび に 職員会議 の 決定 に よ っ て ，

不必要 ない し不 当 に制 限 され て は な らない 」 と定 め られて い る 。
つ ま り 「教

育上 の 自由」 は， 「法規， 行 政規則 」の み な らず ， 「職員会議 の 決 定」 に よ っ

て さえ 「不必要 ない し不 当に制 限 され て は な らない 」教 員の 権限 を想 定 して

い る の だ
4〕

。

　 さ らに州 に よ っ て は， 法律の 下 位 で ある規則の 段階 で もこ の こ とが明示 さ

れ て い る 。 た とえば， ノ ル トラ イ ン
ー
ヴ ェ ス トフ ァ

ー レ ン 州 「公立 学校 の 校

長お よび教員 につ い て の
一

般服務規程」の 4 条 「教育上 の 自由 と責任」に は，

次の 規定が ある
5）

（1） 教員の 職務 に は， 固有の 責任 と教育上 の 自由の もとで ， 生徒 を教育 ・教

　授 ・助言 ・評価する こ とが含 まれ て い る 。 そ の 際， 憲法 と学校法に基づ く

　学校 の 教育委託が 尊重 され な けれ ば な らな い 。

（2） 教 員は， 法規 ・行政規則 ・指導要領や教 育計画， 職員会議の 決定お よび

　学校監督の 職務命令 に よ っ て 定め られ た諸 基準 の もとに 置 か れ る 。

（3） 校長は
， 教 員の 授業

・
教育行為 につ い て ， そ の 権限 （18条以下）の 範囲

　 内に お い て の み 個 々 に 介入 で きる 。

　以上 の よ うに， ドイツ にお ける 各教員 の 「教 育上 の 自由」 は ， 校 長 との 緊

張関係 を も伴 うの に対 して ， 日本で は学校教育法37条の 規定， 「校長 は， 校

務 をつ か さ ど り， 所属 職 員を監督す る」お よ び 「教諭は， 児童 の 教 育をつ か
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さどる 」 とあ ま りに 曖 昧で
，

どこ まで が 誰 の 職務 か が ま っ た く不 明確 で ある 。

また
，

こ れ を遠 因 に して か
， 無 限定的 な労働 が 実態 と して も続 い て い る 。

2011年 3 月の 東 日本大震災 で ， 避難所 とな っ た学校 におい て 尽力す る教員 の

姿に 「見 直 した」 とい う声が上が る とい う， あ る意味で は残念 なエ ピ ソ
ー ド

も聞 こ えた 。 こ れ まで 隠れ て い た， 曖昧 な学校 の 位 置づ けが露呈 して い る の

だ 。

　 こ うした状 況 に適応 する格好で ， 勤務時間 とい う観念す ら持 ち得 ない よ う

な現 実 まで 観察で きる
6）

。 部活動指導 ， 家庭 訪 問 ， 土 曜 日授 業 ， 学 区地域 行

事 とい っ た よ うに， 学校管理 職が 自 らを含 め て 職員の 出退勤 時間 を適切 に 管

理 で きず （「先 生 方 の ボ ラ ン テ ィ ア で す か ら」）， 労働 基 準法 を授業で 教 える

教員が こ れ を守れ ない とい っ た皮 肉な状 況 が 常態化 して い る
7）

。 学校 とは，

また教員 とは ，
い か なる仕事 を どれ ほ どす れ ば職務 を果 たす こ とに なるの か ，

が 明 らか で ない こ と
8〕を背景に ， 教職員の 健康が 影響 を受ける状況

9）が生 まれ

て い る 。

　 で は ， こ うした条件 の も とで ， 「教育は人 な り」 と もしば しば言 わ れ る学

校 にお け る教 職 員 の 働 き方 を大 き く方 向づ け るの が ， 学校 内外 の 人事異動 で

あ る 。 以 下 ， そ れ らが い か に行 われ て い る の か ，
どの よ うな実 際 を招 い て い

る の か を確か め る こ とか ら， よ り望 ましい 労働 環境 につ い て 考 えた い 。

3 ． 定期的 な学校間移動 とい う仕掛 け

　人事異動 の 中で も， 勤務す る 学校 を定期 的 に 替わ る ， 転任 とい う学校間移

動 は， 日本 の 教員人事
L°）

の 大 き な特徴 で ある 。

　 日本 で 一般 的 に 見 られ る転任 に は， 二 つ の 特徴が あ る 。 第
一

に， 学校間移

動 は数年 ご とに 行 わ れ る の が圧倒 的 で あ り， た とえば10年以 上 同 じ学校に勤

務する の は ， 高校の 一
部の 学科や 大学 附属学校 な どを 除けば， まれ で ある 。

また， こ の 移動は本人の 希望 に もとつ く場合 もあ る が ， 希望 で な くと も移動

しなければ な らない ル ー ル にな っ て い る 。

　 こ の こ と は学校管理 職につ い て も同様で あり， 教頭に昇任 ， 校 長 に採用 さ

日本教育行政学会年報 No，38 （2012）　41

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Educational Administration society

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Eduoatlonal 　Admlnlstratlon 　soolety

れ る こ とが 決 まっ て い て も， どの 学校 に 赴任 す る か は 直前 まで わ か らず ， 自

分の 描 きた い 学校経営の ビ ジ ョ ン や活動の 重点な ど
， 考える時間が ほ とん ど

与 え られて い ない
11）

。 また ， すで に校長， 副校長 や教頭で あ っ て も， い つ ま

で 今の 学校 にい られ るの か が わ か らない 点で は ， 上 と同 じ状況で あ る 。 ま さ

に 「人事 は他 人事 （ひ とご と）」 なの だ 。

　第二 に ， 転任 は 学校 間の 移動 だ けで な く， 学校 種を跨 ぐ移動が 決 して 珍 し

くな く， その 中に は， 次 に 勤務す る学校種 の 教 員免許状 を有 して い な い 場合

す らある 。 それは ， 義務教 育段 階の 学校 間や ， 高校 と特別支援学校の 間な ど

で ある 。 中学校教 諭か ら高校教頭 とい っ た例 も見 られ る 。 こ の 春， 中学校の

教務主任が小学校の 教頭に， 中学校の 教頭が 小学校の 教頭 に， 長 く指導主事

を務め た の ち， 勤務経験の ない 小学校教頭 に とい うケ ー ス が ， 身近 に あ っ た 。

こ の うち二 人 は ， 勤務経験が ない ばか りか ， 教員免許状も持 っ て い ない
。 学

校種 ご とに違 うとも言 われ る規範や雰囲気 に ， 馴染む こ とが で きて い る だ ろ

うか 。

　 こ うした 人事異動で は， 厂学校 に清新の 気風 を醸成す る こ とが 重要 」
ユ2＞

とい

う見方の
一

方， 次の よ うな 問題 を も もた ら して い る 。 精神 的疾患 を理 由に 休

職 した教員 の 45．7％ ， お よそ半数 が所属校 で の 勤務 2 年未満 とい う報告
13，
か

らは， 学校 を替 わ る こ とが ， 上 司 ・同僚職 員 ， 児童 ・生 徒 ， 保護者 ， 学区地

域住民等の 関係者 を最 初か ら学 ば なけれ ば な らない 点 で ， 教 員 に相 当の 負荷

に な っ て い る こ とをうか が わせ る
14〕

。 また， 新年度の 直前 まで 転任 先 が確定

せ ず （場合に よ っ て は， それ 以 外の 時期 に も異動通 知が 出 さ れ る ）， 事前の

準備が で きない 点 も， 不安材料に な りうる 。

　か くも日本 の 教 員人事 は， 個人 や各学校 の 事情 や 思惑 を越 えて ， 府県単位

あ る い は教育事務所や 大 きな市を単位に した 「公教育水準の 維持 ・向上 」 を

目指 して い る
15）

。 そ れ は， 多様 な学校経験 を通 じた視野 の 拡大 と職能の 開発

を狙 うもの と説明され る 。

　しか しなが ら
， 同様の 仕組み を他国に見つ け る こ とが難 しい な らば ， その

効用 と限界 を確か め る こ とも大切だ ろ う。
つ ま り， 新 た な学校 で働 くこ との

リ フ レ ッ シ ュ や 気づ きの 意義 ある い は ， 新 しい 環境 に急 い で馴染 ま な けれ
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ば な らない 負 担や校 内人事 を毎年構 築 しなお さなけれ ば な らない コ ス トの 妥

当性 を再考す る こ とで ある 。

4 ． 学校 で の 人 的配置 とその マ ネ ジ メ ン ト

　さい ご に ， 人事異動の 結果， 各学校 に ス タ ッ フ が 配置 され ， 学校 の 活動 を

始め る 際の 校内人 事につ い て検討す る 。

　教育委員 会か らあて が わ れ た教 職員 に学校の 業務 を い か に分 掌するか とい

う段 階 に お い て も， 二 つ の 特徴 が 挙が る 。 そ の
一

つ は， 学 校管 理 職の 在任期

問が あ ま りに 短い
16）

ため に， 中長期的な展望 を持て ず， 斬新で 新奇 な試 み が

な され に くい
， 「無難な」方向 を取 りや すい こ と

， もう
一

つ は ， 学校で 捉 え

られ が ちな 「校務分掌」の 総和が 校務全体 を構成 する訳 で は ない ほ どに ， 個

業的 な業務遂行が な され て い る こ とで ある 。

　まず前者 に つ い て 。 数年 で 移動 す る教員以 上 に短い 同
一

校勤務 に な っ て い

る 校長 ほ か学 校管 理職 の 人事 は， 「学 校 の 自主 性 ・自律 性」 が 必要 と唱 道 さ

れ なが ら， 画餅 の 域 を ま っ た く出て い な い
。 1998年 の 中教審答 申 「今後 の 地

方教育行政 の 在 り方 に つ い て 」で は， 学校管理 職 の 同
一

校勤務の 長期化が提

言され たが
， 変化 は ほ とん ど見 られ な い ま まで あ る 。 高校 の 専門学科 な どで

は ， 転任先 が限 られ る た め に 長 く同
一

校 に 務 め る教 員 に， 管理 職は 「お 客 さ

ん 」， お とな し くい て くれれ ば結構 と言 わ れ る， と教頭 か ら聞 く。
こ うした

中， 勤務校の こ とが ほ とん どわか らない 中で ， 新年度の 学校経営方針 を職員

に示す こ とは容易 で ない 。

　 また後者 に つ い て 。 校務 を分掌 す る 際 　た とえば体 育主 任 や視 聴覚 主 任 と

い っ た 役割は分掌 され る業務 と捉 え られる が， 学級担任 や 各教科 の 授 業 はそ

う理 解 され な い こ とが あ り， 学校 要覧 の 校務分掌表 に もこ れ らが掲載 され な

い 場 合は珍 し くない
。

　学級担任やそれぞれ の 授業は ， 学校の 方針か らや や独立 して お り， 各々 の

ス タ イル で 個業的， また 自律的に行われ る とい う捉 え方が 強 く， また先述 し

た よ うに教育
一
学習の 特性か ら ， 実際上 もその よ うに な らざる を得ない 。 か
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くも教育 とい う労働 は ほ とん ど可視 で きず，効 果や 限界が実 証で きない た め

に， こ れ まで 通 りに と慣性が強 く働 き， 活動 が革新 され に くい
。

つ ま り， 活

性化せ ず安定的な業務遂行に な りが ちで ある 。

　こ の よ うな業務 で は， と くに生徒指導や保護者対応な ど， い っ そ う曖昧で

捉え どこ ろ の ない 領域 に リス クが 内在す る 。 管理職や 同僚 が 理解 した くて も，

当時者性の 強い 業務 なた め に， どうして もわ か らな い 部分が残 るの で あ る 。

こ れ が 高 じる と， 当該の 教 員 は孤 立 しや す い 。 「ど うす れ ば 良い か 」 とい う

問い に 必 ず しも正 解 が ない こ と を前提 に ， 視 野 を広 げた り， 視 点 を動か せ る

よ うに と ア ドバ イス や 相談が ある と思 えれ ば よい が ， そ う捉 え られ ない 教員

の 場合 ，
一 人で苦 しむ こ とに な りが ちで あ る 。

　 また ，教育が見 えに くい 活動の た め に，掲 げ られ る教育 目標 や 「理 想」 に

よ っ て は ， 過度に主観的な意味世界 を構築 しか ねず， 自発 的 な長時間労働や

必ず しも合理 的 とは言えない 行動規範 を伴 うこ とに もな る。
こ の こ とを同僚

が や ん わ りと指摘 して も， 「学級便 りを毎 日発 行す る こ と に して い る ⊥ 「文

集は必 ず年度末に作 らな けれ ば な ら ない の で す」 と コ ミ ッ トメ ン ト （こ だ わ

り） を追い が ちなケー ス は， 容易 に 想像 で きる だ ろ う。

　さ らに ，教 育労働で は， 教員 自身の 感情 の マ ネジ メ ン トに加 えて
， 児童 ・

生 徒 の 感情 に 影響 を及 ぼ さなければ な らない が， そ れ は 事前 に見 つ も りが で

きず， か つ 短時問に意思 決定 しな けれ ば な らない 点で 特徴 的だ 。 なか で も学

習指導要領や学校 経営案 で は想定 されて い ない 内容へ の 対応 ， た とえば ， 生

徒 が机 に対 して横 を向い て座 る ， 机 の 上 にテ ィ ッ シ ュ 箱 を置 く， 下 敷 きで 扇

ぐ， とい っ た非言語的で 解釈の 余地が よ り大 きな事実を前 に した場合 ， 教員

は誤 っ た判 断 を しが ちで あ る
17〕

。 以 上 の よ うに， 学校 で の 業 務遂 行 は 内在 的

な リス ク を多く抱 えてい る 。

　なお ，教 員の 働 き方 とどの よ うに 関係 す るか は まだ説 明で き な い もの の ，

社会 的逸脱の
一

つ で あ る性 的逸脱 を量的に問えば， 教員にお ける発生率は
，

社 会的水準 を少 なか らず上 回 る状況 に あ る
18〕

。
マ ス メ デ ィ ア で は

， 「ス トレ

ス が た まっ て 」 と記述 される事案だが ， 学校 な らで はの 環境
19）
も背景に して ，

教員が 必ず しも健康的 に働けて い ない 状況が うか が われる ， とは言 えそ うで
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あ る 。

5 ． 残され る 方略

　 以上 教職員の 職場で もある学校 につ い て検討 した が， こ れ らを踏 まえて ，

労働環境の 改善 を図 るた め に提示 で きる選択肢 に は どの よ うな もの が あ るだ

ろ うか ， 二 点述べ た い 。

　 そ の
一 つ は ， 全県的 な 「公教育水準の 維持 ・向上」 お よ び教 員 の 褒賞制度

と して も機能 して い る学校 間 を跨 ぐ人事 と， 各学校や 各教 員の 「自主性 ・自

律性」 を担保する 人事 との 関係 をい か に設定する か で ある 。 すな わ ち， 前者

を強調 する こ とは ，学校教育の 機会均等や 「質保証」 につ なが るが ，
こ れ は

「地域 に開か れ た」あるい は 「特色 ある」学校づ くりと葛藤する 。 また， 後

者 に傾注すれ ば ， じ っ くりと学校経営 を進め る上 で は望 ま しい もの の ， 学校

教育 の 地域 格 差 を甚 だ し くす る可 能性が あ り，任 用 権者に は選 び に くい 方略

だ ろ う。

　 これ まで の よ うに前者に重 きを置 くの で あ れ ば， 各学校の 中長 期的な視野

に 立 っ た 経営 は諦 め ざる を得ず， 頻度 高 く環境が 変わ る教 員へ の 負荷も減 ら

されない ままだが ，
よ り多 くの 教員 を管 理職 に 迎 え る こ とが で き，

また各学

校 を越 えた学校教育 を保 障 し， 教員 の 職 能 に イ ン パ ク トを与 える 機 会は維持

される だ ろ う。 教育委員会 や校 長会 ・教頭 会 は ，
こ の メ リッ トとデ ィ メ リ ッ

トをい か に比 較考量す る だ ろ うか 。

　もう一 つ は
， 教員 の 働 き方や あ り方 を変える ヒで ， 彼 らの 使命感や意識 と

い っ た主観 的で もあ る 問題 に 注 目す る の か ， そ れ と も彼 らの 置か れ て い る環

境 を客観的に変える ため の ア イデ ィ ア を， どれ ほ ど提案 し試 す こ とが で きる

か で ある 。

　 こ れ まで は もっ ぱ ら，教員に対する 「周知理解」や 「意識改革」が 唱え ら

れ て きた。 そ れ らは 「〜 すべ きで ある」「〜 が 求め られ て い る」 と鼓舞 説

教 す る もの で あ っ た が， は た して 成功 した だ ろ うか 。 た とえば ， お お よそ

2000年以降の 教員評価や職能開発の 議論 に ， 職場環境の 改善を通 じて 職能を
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効果的に 発揮 させ る とい う発想 を見出す こ とは ほ とん どで きない
2°）

。 皮 肉な

言い 方をすれ ば ，
い つ まで もそ うした 「改革」が 起 こ らない か らこ そ ，

こ れ

らス ロ ー ガ ン が繰 り返 し叫 ばれて い る の だ ろ う。 実際 に変化が起 こ っ たな ら

ば ，
こ うした題 名の 講演や研修は姿 を消すは ずなの だか ら。

　ちなみ に， 「研 究者」が こ うした 物言 い の 先導を切 っ て きた面 も否定で き

な い 。 そ れ は， 学校教育に 関す る観察 を通 じて 事実 を集め， そ の 特性や 機能

を発 見す る こ とに よ っ て， あ りうる学校 を構 想 ，提 案す る とい う研 究的 な態

度 に ふ さわ しい もの だ っ た だ ろ うか 。 答申や 政 策の 解説や 「べ き論」， こ う

した演説や 唱 道が ， 学校で の 働 き方 を変 え られ なか っ た の で あれ ば
，

こ の 方

略は有効性を欠くと評価 しな けれ ば な ら ない
。

こ うした学校教 育行政や 学校

経営上 の 実践 に関わ る大学や学会の 「知」も， 評価 の 俎 上 に 載せ られ る の で

ある 。

　 こ れ に対 して 後者の 発想
2’〕

は まだ始 まっ た ば か りで あ る 。 よ り働 きや す い

学校， ひい て は よ り効果 的な学校 の た め の ， い くつ か の ア イデ ィ ア は ある も

の の ， 行 わ れ た 実験 は まだ 限 られ る 。 た とえば 各地の 教育 委員会や 文部科

学省 で も， 教 員の メ ン タ ル ヘ ル ス 問題 へ の 取組 を始 め て い る が， 精神的疾患

を理 由 とす る休職や 退職 に は歯止 め が か か っ て い ない
。

　 こ こ で ， 学校 で の 子 ど もの 安全 や衛 生 とい っ た健康教育 に 限定せ ず ， 組織

と して 健康 を考える こ と
22）

は重要 と思 わ れ る。 た とえば ， ドイ ツ で 行 わ れて

い る 「健康な学校 （gesunde 　 Schule）」 とい う議論に ， よ り焦点化 された文

献
23）

に 即す る と次の よ うで あ る 。 まず， 生徒 の 健康 に つ い て 運動不足 ， 栄養

不足 と肥 満，精神的健康， 学校の リズ ム ， 喫煙が 指摘 され， その 改善策 が検

討 され るが ，続い て 教員の 健康につ い て は， 以 下 の 項 目が 挙げ られ る 。

2．1．　 職業特有の 負荷

　2．Ll 学校の 日常の 構成

　2．1．2　喧噪の 負荷

　2．1．3 教職に お け る 関係 上 の 要求

　　2．1．3．1 教 員 一生徒 の 関係
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　　2．1．3．2　教 員 一保護者 の 関係

　　2，1．3．3 教 員 一教 員の 関係

　　2．1．3．4　教 員 一上 司 の 関係

2．2　職業的負荷へ の 対応

2．3 結果 ：教職 にお けるバ ー
ン ア ウ ト

2．　4　予 防へ の ア プ ロ ー チ

　2．4．1 行動 と予 防的行動

　2．4．2　参加的ア プロ
ー

チ ：

教員 の 労働 環境 として の 学校

教 員が重 要 と見 なす こ と

　 こ れ らに， 教職の 特性 を踏 まえて 負荷 を減 らそ うとす る 着 眼が 見 られ る の

で は ない だ ろ うか 。 こ れ を 「隣の 芝生」 にする な らば
， 職 員室 の 空 間構成や

時間割の 構成， 会議の 進め 方や 学校内の 動線 とい っ た客観的 な状況 を変 える

こ とで
， 教 員の 行動 を変える こ とが 射程 に 入 っ て くる 。 個人的に は ， 職員室

の 定期 的 な 「席替 え」， 家庭訪 問で は な く学校 へ の 訪問 へ の 変 更 ， 「風 通 しの

良 い 」 職場 の た め の 「笑い 係」や 「教職員新聞」の 分掌， 学級 ・学年 ・教 科

を越 え た 「学校改善委員会」の 設置， 小 学校 な らば時 間 の 大括 り化 （授 業時

問と休み 時問 を合 わせ る）な どを イ メ ー ジするが ， は た して検討に値す るだ

ろ うか 。

　どの よ うな発想 や方略で あれ， さまざまな試み を教育委員会が 奨励す る と

ともに ， 学校 内で は実験 的態度 を促 進 す る よ うな リー ダ ー シ ッ プ， 「み ん な

一
緒」や 「こ れ まで 通 り」 を抑制す る 風 土の 改善が 求め られ る 。 学校は 「子

ど もの た め 」だけ で は な く， そ こで 働 く教 職員 の た め に も存在 して い る ， と

い う当た り前 の こ とか ら学校 づ くりを考 える 時期 に ， と うに 至 っ て い る の だ

か ら 。

　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　 　　　 　　 （京都 教育大 学）

〈注＞

1）榊原禎宏 「感情 として の 教育労働 と教師の や りが い
， 健康」 山崎 準二 ・榊 原

禎宏 ・辻野 け ん ま 『「考 える 教師」 一省 察，創 造，実践す る教 師 一』学文社 ，
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　p，34，2012

2 ）新た な提案 と して ，大分県教 育セ ン タ ー 『一 層や りが い の ある 校内研究の た

　め に』 2012

3 ）今橋 盛勝 『教 育法 と法社 会 学』 三 省 堂， 1983．が こ の 構 図 に 終止 符 を打 っ た

　代 表作 だ ろ う。

4 ）榊原 禎宏 ・辻 野 けん ま 「公 教育の 質保 証 にお け る 学校 の 自主性 ・自律性 と教

　員の 「教育 h の 自由』 の 定位」 『京都教育大学紀 要』 119，　p，160，　2011

5 ）同上 ， pp ．　160−161

6 ）教員 な か で も教頭 職が 「8 時間労働」 を大幅 に超 える 勤務 とな っ て い る こ と

　は 明 らかで あ る 。 国立 大学法 人東京大学 「平 成 18年度文 部科学省委託 調査研 究

　報告書　教 員勤務 実態調 査』2007

7 ）厂普段 の 仕 事で の 身体 の 疲 労 度合」 を たず ね た 調査 で は，「とて も疲 れ る 」が

　
一

般 企 業 の 労 働 者 が14．1％ ，で あ るの に対 して ，教 員 は44．9 ％ と大 きな違 い

　が ある （文 部科 学省 「教員の メ ン タ ル ヘ ル ス の 現状 」2012，1 ）。

8 ）「指導す る 」 とい う 目的語 を伴 わ ない 言葉 が 日本の 教 師 に 多用 され る こ と， そ

　 の 曖 昧 さが際 限ない 職務 状況 を導 い て い る とい う指 摘 に つ い て は，酒 井朗 「い

　 じめ 問題 と教 師 ・生徒 」苅 谷剛 彦 ・浜名 洋 子 ・木村 涼子 ・酒井朗 編 『教育 の 社

　会学』有斐 閣 ，
2000

9 ）最 近 の 報道 で は，30〜50代 の 男性 の うち，会社 役 員や 部課長 ら 「管 理職」 と

　医師や 教 員 ら 「専 門 ・技術 職」 の 死亡 率が2000年 ご ろ を境 に急 激 に高 ま り，平

　均 を上 回 る とい う　（毎 日新聞，2012．5 ．25）。 こ の 背景に は，肥 満，飲 酒，運 動

　不足 が 多い こ と，多忙 を理 由 に 医療機関に 行か ず 「診断の 遅 れ」 もあ る の で は

　 と医師の コ メ ン トが ある 。

10）人 事行政 の 実際に つ い て ，外 国の 例 を含め て ま とめ た作 品 と して ，佐藤全 ・

　若井彌一編 『教員の 人事行政 一日本 と諸外国』 ぎ ょ うせ い ， 1992

11） この こ とは ，校長試験 な どの 問題 が 個別性 を持た ず ， あま りに 一般的な点か

　ら も指摘 で きる （榊 原禎 宏 「管理 職試験 の 制度 と言 説」小 島弘道編 『校長 の 資

　格 ・養成 と大学 院 の 役割』東信 堂，2004）。
つ ま り， 「こ の 学校 の 校 長 と して 適

　切 か 」と い う基準で は 評価 さ れ えな い
。

こ れ に対 し て ， た と え ば ドイ ツ ，バ ー

　デ ン ーヴ ュ ル テ ン ベ ル ク 州の 場合，あ る学校 で 校長の 欠員 が 生 じる と公募が な

　 され ， 当該学校種の 免許状 と勤務経験 を持 つ 教員が 応募で きる 。 同校の 学校会

　議 と学校 設置者の 関与の もと，書類選 考の ほか
， 応 募者の 授業分析 と相談 ， 面

　接 （プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と イ ン タ ビ ュ
ー

， 応募者か らの 質問な ど）を経て
， 採

　用が 決定 され る 。 http：／／www ．　rp ．　baden− wuerttemberg ．　de／servlet ／PB ／show

　／ll90438／rpt −ref77 −leitfaden−bewerb−schulleiter ．　pdf ［2012年 5 月29 日最 終 確

　認］ を参照。 当然なが ら，応募者 はそ の 学校 に つ い て 調べ ，採用 審査 に 臨む の

　 で ある 。
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12）竹 内啓三 「大 阪府 にお け る校 長 人事の 方針 ・実 際 ・課題 」関西 教育行政 学会
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　育委員会月報』748，2012．1．p，57

14）初期の 指摘 として ，中島
一

憲 『先生 が壊 れて い く
一
精神 科 医の みた 教 育の 危
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　立学校教職員の 人事行政 の 状況調査 」）v
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16）文部科学省 「公立学校 にお け る校長等の 登 用状 況等に つ い て 」 （2011年 度） に

　よる と， 1校当 た り平均在職 年数は校長で 2．　9年，副 校長等で 2．6年， で あ る 。

17）榊 原禎宏 ほか 「授業中の 『ペ ン 回 し』が もた らす もの
一

非言 語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

　シ ョ ン に 見 られ る教 室 の 非制 度」「教育実践研究紀要』11，pp，197−207，2011

18）法的意味で の 教員の 「わ い せ つ 行為」の 発生 率 は，2000年以 降の 10年間 に お

　い て ，社会的水準 よ りも約 5 割高 い こ とが 明 らか で あ る 。 榊原禎宏 「教 員の 精

　神的健康 へ の
一視角 一教員 に よる 『わい せ つ 行為』は 多い か 一」「京都教育大学

　紀 要』 116，pp ．1 − 7 ，2010，榊原禎宏 ・森脇正博 「教員 は 健康 に働けて い る か 一

　教 員に よ る 『わ い せ つ 行為』 に 関する追 試 的研 究
一」『京都 教育大学紀要』120，

　pp ．1− 10，2012
19）同行為 の 発 生 率が 小学校 と中学校の 間 で
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20）榊原禎宏 「『健康 な学校』 と学校経営論の リデ ザ イ ン 」 『京都教育大学紀要』

　115， p．159，2009

21）日本教育経営学会公開 シ ン ポ ジウ ム 「教職員の 健康 ・学校組織 の 健康」『日本

　教育経営学会紀 要』52， pp ，128−148，2010， など。

22）榊原禎宏 「『健康な学 校』 と学校経営論の リデ ザ イ ン 」pp．159−168

23）Dieter　Sommer ，
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